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　私は、本を読むことが好きではありませんでした。

どちらかというと、不得意なのです。理由は、読む

のに時間がかかってしまうためです。そのため、小

学生の頃から、夏休みの宿題の代名詞である読書感

想文は苦痛で仕方ありませんでした。そもそも、読

むことに精一杯なので、「活字」はただ頭の中を通り

抜けるだけ。内容はほとんど頭に残りません。だか

ら、正直なところ感想を書くのは二の次でした。い

ざ感想文を書くと、とにかく枚数のノルマ達成のた

めだけに躍起になり、ツギハギだらけの内容で自分

でも途中から何を書いているのかサッパリな状態に

なってしまうのでした。

　そんなわけで、私にとって国語という科目は、ま

さに未知の科目でした。どうして日本語をこんなに

も上手に話しているのに、わざわざ勉強する必要が

あるのかな？などと不思議に思ってみたものです。

本当に「読書」を楽しむ・味わうということがどん

なものなのかイマイチ解からないまま小学生時代を

過ごしてしまったのかもしれません。そんなわけで、

図書館との関わりについては、実は正直に申し上げ

ますと、まともに利用するようになったのは高校生

くらいになってからでした。

　それでも、漫画はよく読みました。絵の情報とい

うのは素晴らしいものです。読書嫌いでも絵のおか

げで楽しくページを読み進めることができます。し

かし漫画といえどもバカにはできません。重要なの

は内容です。最初は面白いだけの漫画を読んでいま

した。中学生時代に手塚治虫の作品と出会いました。

手塚作品に非常に感動しました。それまでの漫画に

対する価値観が大きく変わりました。簡単にいうと、

面白いだけでなく懐が深いのです。手塚作品を読ん

で初めて「イイタイコト」を感じることができまし

た。今振り返ると、このとき初めて「読書」の楽し

さを感じることができたのかもしれません。それか

ら、本屋に通っては手塚作品を買い、通学の電車の

中や夜寝る前など、時間を忘れて読みふけっていま

した。

　手塚先生のおかげで読書に興味を持ってからは、

漫画以外にも活字本を読むようになりました。今で

も時間はかかってしまいますが、読書を楽しんでい

ます（漫画ももちろん読んでいます。最近は、浦沢

直樹の作品がオススメです）。

　読書は大事です。もっというと、様々な作者の本

を読むことが非常に重要なことだと思います。なぜ

なら、読書から表現方法を得ることができます。本

には筆者の考えがたくさん詰まっています。人の顔

が何通りもあるように、考え方や表現方法も様々な

のです。「ふーん（そういう考え方もあるのか）」と

思うだけでも十分です。それが視野や発想の拡大、

他人の意見の理解などに繋がるのだと思います。ま

た、文章作成や会話にも役に立つはずです。読書中、

「おっ、この表現いいな」とか「なるほど～」とか

思ったらマークをつけておくとか、メモしておくと

いいかもしれません（もちろん、自分の本の場合で

す。借物にはしてはいけません）。読書を習慣づける

と、もっと効果的だと思います。学生の皆さんは、

これからの人生において、レポートや報告書など文

章を書く機会が多くなると思うので、きっと役に立

つと思いますよ。すでに実践している方もいらっ

しゃるかもしれませんね。

　「図書館だより」の原稿を執筆してしみじみと感じ

ることは、自分の経験を振り返ってみて、改めてもっ

と早くから読書を習慣づけておけばよかったという

ことです。猛省しております。今後の目標としては、

高専の図書館を活用して、これまで置いてきてし

まった「忘れ物」をなんとか取り戻そうと考えてお

ります。「図書館」は自分にとって縁遠いものだから、

どう転んでも関わることはないだろうと勝手に思い

こんで過ごしてきました。人生、本当に何が起こる

か分からないものです（笑）。




